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１ 研究主題と複式教育について 

 複式教育の構成上の特性は，少人数の学級編成と異学年集団による学級編成にある。本校の複式教

育では，複式教育の特性を積極的に生かした実践の工夫を行うことで，児童の「自ら学ぶ力」「豊か

な表現力」「他者とかかわりながら共に成長する力」を育成していきたいと考えている。これは，本

校の研究主題に合致するものであり，複式学級の授業は協働的問題解決を生起させる視点をもつもの

である。児童の主体的な学びが成立する授業の実現をめざして，教員間で連携を図り，教師自身の「授

業力」や「学級経営力」も高めていきたい。 

 

２ 複式教育を通して育てたい力 

（１） 自ら学ぶ力の育成 

 複式学級の間接指導においては，低学年の段階から児童が自ら主体的に学習を進めていく力を身に

つけていく必要がある。本校では，異学年の児童が互いにかかわりながら，あるいはそれぞれ学年別

で，自分たちの力で学習を進めていく姿を目標とし，教師は必要に応じて指導を行うという「見守り

型支援」の立場をとっている。児童の司会を中心とした主体的な学習の経験を重ねることで，学習課

題の共有，見通し，課題の追究，ふりかえりという学びを進める力を身につけるようにしたい。 

【具体的な児童の姿】 

○自分の考えを進んで表現し，互いの意見を聞いて話し合い，学習を広げ，深めていく。 

○司会の進め方や中心となっている話題など，状況に応じて話し合いを進めていく。 

（２） 豊かな表現力の育成 

 児童が主体的に学習を進める場は，相互に表現し合う場でもあり，表現方法を学び合う場でもある。

学んだことを自分の力で伝える場も保障されている。児童一人一人が数多くの自己表現の場に恵まれ

ている複式のよさを生かし，どのような場面や集団にあっても，自分の考えに自信をもち，進んで豊

かに表現する子に育てたい。 

【具体的な児童の姿】 

○どのような場面や集団にあっても，自分の考えをもち，進んで豊かに表現する。 

○互いの意見を聞き，自分の考えを整理して，相手に分かりやすく表現する。 

（３） 他者とかかわりながら共に成長する力の育成 

 複式学級では，日常的に単式学級では経験できない多様なかかわりの場を経験することができる。

例えば，係活動や当番活動，教室での暮らし，学習の進め方など，生活や学習を共にする中で，上学

年児童は下学年児童に，これまでの自分の姿を重ねながら思いやりをもって接するようになる。この

ような活動を通して，他者とかかわりながら成長している自分に気付くことができる。下学年児童は，

自分たちの活動を支える上学年児童の存在に気付き，喜びを感じるとともに，その姿から自らも学ぼ

うとする。自分の姿をふりかえり，成果や課題を生かして互いに支え合い，高まり合う学級集団にし

たい。 

【具体的な児童の姿】 

○自分の姿をふりかえり，成果や課題を生かして，互いに支え合い，高まり合う。 

○将来の見通しをもち，進んで周囲の環境から学ぼうとする。 

 



３ 子どもたちの「自立」をめざして 

（１） 複式の特色（よさ）を「自立」につなぐ授業づくり 

 ① 「見守り型支援」の充実 

 本校では，前述したように，「見守り型支援」に取り組んでいる。「わたり」による間接指導の中

でいかに主体的に学習できるようになるかという考え方をさらに深めるもので，教師は個や集団の状

況を見取り，必要に応じて適切な直接指導を行うというものである。両学年の学習を見守ることによ

り，児童の学習状況に応じて柔軟かつ臨機応変に指導に入ることができる。このような「見守り型支

援」の実現に向けて，次の点を大切にして取り組みを進めている。 

○学習の進め方の明確化 

  ・「学習課題の共有，見通し，課題の追究，ふりかえり」の定着   

 ・学年段階に応じた学習ガイドの活用 

  低学年：児童全員が学習ガイドを持つ，あるいは黒板に学習ガイドを書く。 

    中学年：学習リーダーのみが学習ガイドを持つ。 

  高学年：学習ガイドを用いないで，活動カードなどを活用する。 

・日直司会（学習リーダー）による学習の進行 

 学習ガイドは，あくまでも児童が主体的に学習するための手立てであり目的ではない。学習ガイド

を用いない学習場面を１年生から作るようにする。複式学級担任や専科担当で日々の授業の情報交換

を行い，学年に応じた「見守り型支援」の系統的な指導を検討する。また，協働的問題解決を生起さ

せる方法の一つとして，ペアでの話し合い，４人程度での話し合いを積極的に授業場面に取り入れる。

少人数の話し合いでは，お互いの意見に傾聴することで，学年の実態に応じた話し合いの質的な高ま

りが見られると考える。学習リーダーは，その日の日直が行う。学習リーダーは，生活のリーダーと

もなる。児童が順番に学習リーダーを経験することで，学習を進める力や学習の流れを見通す力を身

に付けることができる。 

○問題解決の場における活動の観点や自己評価規準の提示 

  例えば，話し合い活動，板書については，段階的に次のような力を身につけるようにしたい。 

表１ 系統性のある話し合い活動，板書 

 低 学 年 中 学 年 高 学 年 

話 
し 
合 
い 

 話し方・聞き方，話し合い
の仕方を理解し，学習リーダ
ーを中心として話し合いを進
める。 

 話し合いの観点に沿って，
学習リーダーを中心に話し合
う。 

 

 話し合いの観点に沿って，
学習リーダーを中心に，話し
合いを深める。 

 

板 
書 

 

 発言を聞いて，大体のこと
を書くことができる。 

 

 発言を聞いて，内容を正確
に板書することができる。 

 発言を聞いて，内容を簡潔
にまとめて板書することがで
きる。 

 

② 学びを共有する場の設定 

  複式学級の最大の特色（よさ）は，異学年の児童が常に同じ教室内にいることである。学びを共有

する場を設定することで，少人数学級においても多様な考えに触れる場を保障することができる。 

○学年別指導（国語科，社会科，算数科，理科，家庭科，保健） 

 異学年で同じ領域の学習に取り組み，導入を合同で行ったり，まとめや表現活動で交流したりする。

例えば国語科では，作文，物語文，俳句・昔話や漢字など伝統的言語文化の学習，話すこと・聞くこ

との学習，詩の学習，ペアトーク，グループでの話し合い等の表現活動で，異学年での交流を図る。

また算数科では，同じ領域の学習を行う場を積極的に設定する。 

 



○Ａ・Ｂ年度（生活科，音楽科，図画工作科，道徳科），繰り返し一本案（体育科，外国語科・外国

語活動） 

 同単元同内容異程度の学習を設定し，異学年で関わりながら学習する。例えば生活科では，２年生

が１年生をリードし「春みつけ」「学校たんけん」「元宇品探検」「町たんけん」等活動を行う。ま

た体育科では，陸上運動やボール運動，マット運動の学習等でグループ学習を行う。ボール運動やリ

ズム遊びなど，上学年が下学年に技のポイントやアドバイスを伝えるなど，積極的に関わるようにす

る。 

 

【昨年度の活動から】  

 

 

（２） 行事や活動の場における手だて 

  ① 下学年に受け継がれていく学習活動 

 教科の学習において，２年間継続した単元学習を計画することで，さらに豊かな活動が期待できる。

Ａ・Ｂ年度方式の学習では，児童の構成は変化しても学級集団としての経験の積み重ねは受け継がれ

ていく。この「小さな伝統」のよさに着目し，より確かで豊かな学習を構築したい。 

 ② 児童の手で企画・運営する活動 

※ 本年度は感染症拡大防止の観点から実施できていないものもあるが，伝統的に大切にしているこ

とであるため，例年の内容を中心に述べる。 

○複式集会                 

 本校では，全校で縦割り班を作り，縦割り掃除や縦割り遊び，縦割り弁当などの活動を行っている。

この縦割り班では，複式の１年と６年は同じ縦割り班に属している。複式学級では，全校での縦割り

班の他に，「複式縦割り班」を作っている。この「複式縦割り班」では「たんぽぽ集会」を企画・運

複中児童から複低児童へお話の読み聞かせ 複中児童と複低児童のノート交流 

複中児童と複高児童の国語科合同学習 複高児童によるドッヂビー大会の企画 



営している。「たんぽぽ集会」は，高学年担当「１年生を迎える会」，中学年担当「いもパーティー」，

低学年担当「６年生を送る会」である。集会の企画・運営を行うことで，それぞれの学年のよさに気

づき交流を深めることができる。「１年生を迎える会」「６年生を送る会」は保護者の参観もあり，

保護者へも複式学級のよさや子どもたちの成長を伝えることができる。また，保護者どうしの交流の

場にもなっている。「いもパーティー」は，９月にじゃがいもの種芋を植え，12 月に収穫したじゃが

いもを使って調理する活動である。複式縦割り班は，一学年１名ずつの６名で構成されている。調理

は高学年児童を中心に，低学年，中学年がそれぞれ役割を分担しながら行っている。他の集会でも，

やはり高学年がリーダーとしての役割を果たし，学年の縦のつながりの強さや温かさを感じることが

できている。これらの集会でも「小さな伝統」が受け継がれている。 

○複式縦割り遊び 

 毎週木曜日大休憩に，複式学級の縦割り班で遊ぶ時間を設定している。低・中学年は継続していく

中で，次の学年への見通しをもつことができる。また，高学年は企画・運営を通して自己肯定感や自

己有用感を高めることができる。 

 

【昨年度の活動から】  

                             

 

（３） 日常的な子どもどうしのかかわり 

 １年生が入学してくると，６年生はもちろん，他の学年も複式低学年の教室に行き，名前を聞いた

り，自己紹介をしたりする。日常的にも，休憩時間には，上学年児童が下学年の教室を訪れたり，下

学年児童が上学年の教室を訪れたりしている。また，一緒に遊んだり一緒に登下校したりする姿も見

られる。日々の生活の中での自然な関わりから，さらに交流が広がるように声をかけていきたい。 
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